
筑紫野 　議場の中に入ることができて、子ども
にも貴重な体験をさせていただいた。
　議員さんの対応が良かった。

新庁舎が完成し、新しい議場（６階）で
３月議会が開催されます。
是非、傍聴にお越しください。
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筑紫野市議会議員一同（旧議場）

印刷／久野印刷株式会社

広報委員会

未来を担う中学生が議会を体験
巻頭特集

鹿島　康生委 員 長

副委員長 波多江祐介
委　　員

辻本美惠子・井上　剛士
古賀　新悟・山本加奈子

【今回の表紙】
市内の産業シリーズ

安心・安全・おいしい
お米で結ぶ「食と農」

合同会社　三宅牧場まきば
米・餅・菓子・和牛　加工販売

議会報告会に参加された
中野 未来さん、中野 陽彩さん

議 会 を 見 に い く Vol.10 参加者の声

◇議会報告会に参加してどうでしたか？

　最近、筑紫野市に越してきましたが、
いろんな方の意見が聴けて良かったで
す。また、親も子どもも参加することが
できていい経験ができました。今後もこ
のようなイベントがあったら参加したい
です。筑紫野市のことをもっと知りたい
ので、議会だよりや広報も今後しっかり
見てみようと思いました。

◇意見交換はどうでしたか？

筑紫野市のことをもっと知りたい！
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い
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で
の
政
治

や
選
挙
へ
の
関
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を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
、
３
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と
な
る
「
中
学
生

議
会
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会
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を
12
月
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日
（
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に
開
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し

ま
し
た
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市
内
の
中
学
校
か
ら
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の
生
徒
の
参
加
が

あ
り
、
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間
程
度
、
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と
議
員
が
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流

を
し
ま
し
た
。

　
当
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は
、
「
委
員
会

を
再
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で
行
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議
員
に
質
問
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の

コ
ー
ナ
ー
が
生
徒
か
ら

好
評
で
し
た
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生
徒
達
に
は
、
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員

と
話
し
、
触
れ
あ
う
中

で
、
議
会
の
役
割
を
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、
自
分
た
ち
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地
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の
ま
ち
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く
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て
、
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と
な
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意
見
交
換
で
は
、
中

学
生
な
ら
で
は
の
意
見

を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
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。
こ
の

経
験
が
今
後
の
人
生
に

役
立
つ
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

生徒に、委員長役、委員役、執行部役になってもらい、委員会を再現してもらいました。内
容は、小中学校にエアコンを設置する補正予算について。

２ 委員会を再現

４つの班に分かれて、「どんな筑紫野市にしたいか」をテーマに議員と和やかな雰囲気で意見を交わしま
した。

３ 議員とのお話会

「選挙で投票できるのは何歳から」、「市内に小・中学校はいくつあるか」など、３択の市議会クイズ１１
問に挑戦しました。

４ 市議会クイズ

「筑紫野市議会で一番大切にしていることは何ですか」など多くの質問に議員も真剣に答えました。
５ 議員に質問

議会の役割と仕組みについて、スライドを使って、１０分ほど説明をしました。議会は、ど
んなことをしている所なのかを学びました。

１ 議会って何をするところ

楽

て
み

ぶ
な
ま

議
会
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　 し
む
中
学
生
議
会
見
学
会

学
ぶ
・
話
す
・
体
験
す
る

当
日
の
内
容

　貴重な体験をさせていただき、今後の生徒会で
も活かせると思いますし、感謝しかありません。
ありがとうございました。

中学生議長インタビュー ◇議長役をしてみた感想は？

　注目されてすごく緊張しましたが、皆さんがあ
たたかい空気で包んでくれて本当に楽しくやるこ
とができました。

◇座ってみてどうでしたか？

　堅苦しくて怖いという印象でしたが、話してみ
ると何気ない会話（朝ごはん何食べた）とかみん
なが話せるような会話をしてくれて結構身近な存
在なんだなと思いました。

◇議員さんの印象は変わりましたか？

議長役を務めた
天拝中学校　村尾さん

当日のアンケート結果等はＨＰに掲載しております。

議会だより筑紫野 平成 31 年 2月15日 183号　議会だより筑紫野3 2
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※変更する場合があります。

文教福祉常任委員会

庁舎北側市道（路線番号9139号）

総務市民常任委員会
７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
関
連
事
業

予
算
の
補
正
増

　
本
件
の
主
な
内
容
は
、

７
月
の
豪
雨
に
よ
る
農
業

経
営
対
策
事
業
、
災
害
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連
地
域
防
災
が
け
崩
れ
対

策
事
業
、
文
化
財
施
設
災

害
復
旧
事
業
、
寄
附
件
数

の
増
加
に
伴
う
ふ
る
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と

応
援
寄
附
金
納
付
促
進
事

業
な
ど
の
補
正
増
で
あ
り
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
億

５
２
２
９
万
６
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
６
６

億
１
８
６
２
万
２
千
円
と

す
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も
の
で
す
。
ま
た
、

あ
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件
の
債
務
負

担
行
為
の
補
正
を
計
上
す

る
も
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で
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事
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何
箇
所
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っ
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、

ど
の
よ
う
な
基
準
で
採
択
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た
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対
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あ
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、
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準
と
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て
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、
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域
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災
計
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５
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
。

３
点
目
が
現
在
居
住
し
て

い
る
家
が
２
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０
０
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①産廃
②庁舎
特別委員会

平成31年 3月定例会インターネットで
本会議の映像を視聴

できます。
本会議開催中には生中継で、過去の本会議は

録画中継でご覧いただけます。
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議案の内容は、
市のホームページを
ご覧下さい。

○→賛成、●→反対、棄→棄権、欠→欠席　※議長は賛否が同数になった場合を除いて採決には参加できません。

平成30年第４回12月定例会の審議議案等一覧（賛否が分かれた案件のみを掲載）
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つくし野会派名

議員氏名
議案等名

議案第86号
筑紫野市議会議員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例（一部改正）

市民会議 公明党 議長

　

　

　

　

　

　

　

　 　

採
決
結
果

可
決

12月定例会 審議結果（12月5日～12月21日）

条　　例・・・・6件（原案可決）　

1件

そ の 他・・・・2件（原案可決）

発　　議・・・・3件

請　　願・・・・2件
①教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に関する請願（採択）
②建設従事者のアスベスト被害の早期救済・解決と被害者救済基金の設立を
　検討することを国に働きかける意見書提出を求める請願（継続審査）

①下水道の排水協定の変更に関する協議について
②市道路線の認定について

①主要農作物種子法にかわる新たな法律の制定を求める意見書について（原案可決）
②主要農作物種子法にかわる福岡県独自の条例制定を求める意見書について（原案可決）
③教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書について（原案可決）

陳　　情・・・・5件
①「後期高齢者の窓口負担の見直し」にあたり、原則１割負担の継続を求める
　意見書採択についての陳情書
②学校教材の計画的な整備推進についてのお願い
③主要農作物種子法廃止に関わる市町村議会での意見書採択のお願い
④商工会に対する市補助金について
⑤商工会に対するご支援について

補正予算・・・・14件（原案可決）

報　　告・・・・

現地視察

委
員
会
で
の
質
疑

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

概
要

概
要
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文教福祉常任委員会

庁舎北側市道（路線番号9139号）

総務市民常任委員会
７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
関
連
事
業

予
算
の
補
正
増

　
本
件
の
主
な
内
容
は
、

７
月
の
豪
雨
に
よ
る
農
業

経
営
対
策
事
業
、
災
害
関

連
地
域
防
災
が
け
崩
れ
対

策
事
業
、
文
化
財
施
設
災

害
復
旧
事
業
、
寄
附
件
数

の
増
加
に
伴
う
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
納
付
促
進
事

業
な
ど
の
補
正
増
で
あ
り
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
億

５
２
２
９
万
６
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
６
６

億
１
８
６
２
万
２
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

あ
わ
せ
て
37
件
の
債
務
負

担
行
為
の
補
正
を
計
上
す

る
も
の
で
す
。

災
害
関
連
地
域

防
災
が
け
崩
れ

対
策
事
業
の
補
助
の
対
象

は
何
箇
所
あ
っ
た
の
か
、

ど
の
よ
う
な
基
準
で
採
択

し
た
の
か
。補

助
の
対
象
は

５
箇
所
で
あ
り
、

基
準
と
し
て
は
、
１
点
目

が
地
域
防
災
計
画
に
お
け

る
危
険
箇
所
で
あ
る
こ
と
。

２
点
目
が
崖
地
の
高
さ
が

５
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
。

３
点
目
が
現
在
居
住
し
て

い
る
家
が
２
戸
以
上
あ
る

こ
と
。
４
点
目
が
１
箇
所

の
事
業
費
が
６
０
０
万
円

以
上
で
あ
る
こ
と
な
ど
が

基
準
と
な
っ
て
い
る
。

全員一致

可決

全員一致

可決

執
行
部

議
員

平
成
30
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
増

　
　
要
介
護
認
定
者
数
も
増
加

　
本
件
の
主
な
内
容
は
、

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

計
画
給
付
費
、
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
な
ど
の

補
正
増
で
あ
り
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
２
３

３
万
４
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
65
億
９
４
５
１

万
４
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
介

護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合

事
業
委
託
な
ど

11
件
の
債
務
負

担
行
為
を
計
上

す
る
も
の
で
す
。

利
用
者
件
数

の
増
加
と
は
、

当
初
の
計
画
か
ら
ど
れ
ぐ

ら
い
増
え
た
の
か
、
ま
た
、

増
え
た
特
段
の
理
由
は
。

居
宅
介
護
サ

ー
ビ
ス
給
付

費
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
度
の
月
平
均
利
用
件
数

が
約
３
７
０
０
件
、
平
成

30
年
の
４
月
か
ら
９
月
ま

で
の
月
平
均
利
用
件
数
が

３
９
０
０
件
を
超
え
、
月

平
均
で
２
１
３
件
増
加
し

て
い
る
。
要
介
護
認
定
者

数
に
つ
い
て
も
平
成
29
年

度
末
と
比
較
し
て
１
３
０

人
増
え
、
約
４
千
人
と
な

り
、
サ
ー
ビ
ス
給
付
の
利

用
が
増
加
し
た
た
め
で
あ

る
。

平
成
30
年
度
筑
紫
野
市
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

執
行
部

議
員

建設環境常任委員会

全員一致

可決
庁
舎
周
辺
整
備
に
伴
う
市
道
認
定

　
庁
舎
北
側
に
あ
る
既
存

の
道
路
を
一
部
改
良
し
、

路
線
番
号
９
１
３
９
号
、

延
長
２
２
０
．
６
６
ｍ
、

幅
員
５
．
５
６
ｍ
の
市
道

と
し
て
認
定
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
委
員
会
で
は
現
地
視
察

を
行
い
、
執
行
部
か
ら
説

明
を
受
け
な
が
ら
、
起
点

と
終
点
の
位
置
確
認
を
行

っ
た
。
一
委
員
か
ら
道
路

幅
員
が
一
定
で
な
い
の
は

な
ぜ
か
、
と
の
質
疑
が
あ

り
、
隣
接
す
る
土
地
利
用

状
況
に
よ
り
異
な
っ
て
い

る
が
、
４
ｍ
以
上
確
保
さ

れ
て
お
り
問
題
は
な
い
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

市
道
路
線
の
認
定

債務負担行為

事業が単年度で終

了しない場合に、

あらかじめ次年度

以降の債務を決め

ておくこと

市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ

一般質問一般質問 本会議
最終日

本会議
初日

本会議

常任委員会 常任委員会 常任委員会 常任委員会 

①産廃
②庁舎
特別委員会

平成31年 3月定例会インターネットで
本会議の映像を視聴
できます。

本会議開催中には生中継で、過去の本会議は

録画中継でご覧いただけます。

横

　尾

古

　賀

田

　中

山

　本

宮

　﨑

佐

　藤

白

　石

西

　村

阿

　部

上

　村

辻

　本

波
多
江

原

　口

平

　嶋

中

　山

井

　上

髙

　原

下

　成

赤

　司

鹿

　島

大

　石

QRコード

議案の内容は、
市のホームページを
ご覧下さい。

○→賛成、●→反対、棄→棄権、欠→欠席　※議長は賛否が同数になった場合を除いて採決には参加できません。

平成30年第４回12月定例会の審議議案等一覧（賛否が分かれた案件のみを掲載）

● ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　

　 　 　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つくし野会派名

議員氏名
議案等名

議案第86号
筑紫野市議会議員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例（一部改正）

市民会議 公明党 議長

　

　

　

　

　

　

　

　 　

採
決
結
果

可
決

12月定例会 審議結果（12月5日～12月21日）

条　　例・・・・6件（原案可決）　

1件

そ の 他・・・・2件（原案可決）

発　　議・・・・3件

請　　願・・・・2件
①教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に関する請願（採択）
②建設従事者のアスベスト被害の早期救済・解決と被害者救済基金の設立を
　検討することを国に働きかける意見書提出を求める請願（継続審査）

①下水道の排水協定の変更に関する協議について
②市道路線の認定について

①主要農作物種子法にかわる新たな法律の制定を求める意見書について（原案可決）
②主要農作物種子法にかわる福岡県独自の条例制定を求める意見書について（原案可決）
③教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書について（原案可決）

陳　　情・・・・5件
①「後期高齢者の窓口負担の見直し」にあたり、原則１割負担の継続を求める
　意見書採択についての陳情書
②学校教材の計画的な整備推進についてのお願い
③主要農作物種子法廃止に関わる市町村議会での意見書採択のお願い
④商工会に対する市補助金について
⑤商工会に対するご支援について

補正予算・・・・14件（原案可決）

報　　告・・・・

現地視察

委
員
会
で
の
質
疑

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

概
要

概
要

議会だより筑紫野 183号　議会だより筑紫野5 4平成 31 年 2月15日



平嶋 正一
（つくし野）

下成 正一
（つくし野）

白石 卓也
（市民会議）

筑紫野市政の
　ここが知りたい!!

一般
質問

　１２月定例会の一般質問では、市政について１２人の
議員が２３題目にわたり質問しました。
　質問答弁の内容については議員本人が要約しています。
掲載順は本会議当日の質問順ではありません。

▲市内の公園遊具シリーズその５：岡田中央公園（筑紫野市岡田１－１０－１）

写真下の（　）は所属会派又は所属政党

会 

派

つくし野　 →つくし野
市民会議　→市民会議
公明党　　→公明党筑紫野市議団
日本共産党→日本共産党
（－）　　　→会派・政党いずれにも
　　　　　　所属しない議員

質 問 題 目   一 覧

①御笠地区の資源を活用した振興策について
■ 平嶋　正一　議員

①投票率向上に向けた新たな取り組みを実施するべき
■ 白石　卓也　議員

①配水池の安全性について
②小中学校の特別支援教育について
③職員研修について

■ 西村　和子　議員

①認知症対策について
②免許証返上高齢者への対策について

■ 中山　雄夫　議員

①市内の道路の利便性について
②高齢者福祉の充実について

■ 波多江　祐介　議員

①市有地の活用について
②学校体育館の空調整備について

■ 古賀　新悟　議員

①高齢期の虚弱化（フレイル）予防について
■ 宮﨑　吉弘　議員

①防犯ブザーの普及について
②西小田橋の架け替えや西小田地区の道路拡幅に
　ついて
③市庁舎周辺の環境整備について
④水道民営化について

①職員倫理について
②子育て世代包括支援センターについて
③子どもの運動習慣について
④成人の運動習慣について

■ 田中　允　議員

①待機児童対策について
■ 山本加奈子　議員

①山家地区の環境問題について
■ 原口　政信　議員

■ 辻本　美惠子　議員

議
員
　
御
笠
地
区
に
は
多

く
の
地
域
資
源
が
あ
る
。

例
え
ば
、
国
史
跡
指
定
の

宝
満
山
登
山
客
の
誘
致
や

阿
志
岐
山
城
跡
の
保
存
と

活
用
、
元
市
営
の
陸
上
競

技
場
跡
地
の
活
用
、
竜
岩

自
然
の
家
の
利
用
促
進
、

蘆
城
駅
家
（
あ
し
き
の
う

ま
や
）
の
活
用
、
そ
の
他

宝
満
川
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
運
営
協
議
会
を
中
心

と
し
た
人
的
財
産
、
こ
の

よ
う
な
地
域
資
源
を
活
用

し
た
総
合
的
な
振
興
策
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
あ
る
か
。

企
画
政
策
部
長
　
「
観
光

の
振
興
」
や
「
歴
史
文
化

の
継
承
と
振
興
」
「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
な
ど
の
第
五

次
筑
紫
野
市
総
合
計
画
に

掲
げ
る
施
策
を
推
進
す
る

中
で
、
総
合
的
に
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
を

実
現
し
て
い
く
に
は
市
と

連
携
し
、
市
の
後
押
し
が

必
要
な
項
目
も
た
く
さ
ん

見
受
け
ら
れ
る
。
今
後
作

成
さ
れ
る
第
六
次
筑
紫
野

市
総
合
計
画
に
は
、
こ
れ

ら
各
地
域
の
推
進
計
画
を

ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い

く
の
か
。

環
境
経
済
部
長
　
第
五
次

総
合
計
画
の
施
策
の
進
捗

状
況
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
次
期
総
合
計
画
を
策

定
す
る
中
で
、
必
要
に
応

じ
て
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

議
員
　
投
票
率
の
低
下
に

歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な

い
。
総
務
省
の
統
計
は
現

在
の
選
挙
制
度
に
移
行
し

た
昭
和
20
年
代
に
は
最
高

の
90
％
を
超
え
て
い
た
。

昭
和
の
終
わ
り
頃
ま
で
は

60
％
台
を
維
持
し
て
い
た

が
、
そ
の
後
も
下
降
を
続

け
直
近
デ
ー
タ
で
は
、
５

割
を
割
り
込
み
40
％
台
と

な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　

　
日
本
学
術
会
議
は
、
公

職
選
挙
法
の
改
正
で
18
歳

か
ら
の
投
票
権
移
行
に
つ

い
て
、
加
齢
と
と
も
に
投

票
率
が
あ
が
る
と
は
、
楽

観
で
き
な
い
、
特
に
若
年

層
の
投
票
率
の
低
さ
は
民

意
が
過
小
評
価
さ
れ
、
民

主
主
義
の
安
定
が
保
た
れ

な
い
と
危
惧
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
結
論
と
し
て
最

初
の
選
挙
か
ら
三
回
続
け

て
投
票
す
れ
ば
そ
の
後
も

投
票
す
る
と
い
う
結
果
が

出
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
親
や
、
学
校
の
模
擬
投

票
、
選
管
の
催
し
等
あ
ら

ゆ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
必
要

と
し
て
い
る
。
　

　
本
市
に
お
い
て
は
過
去

に
市
内
の
高
等
学
校
で
の

出
前
講
座
等
も
実
施
し
て

い
た
が
、
新
た
な
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
挙
時
の
街
頭
啓
発
や
、

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
、

高
校
生
、
新
成
人
を
対
象

と
し
た
啓
発
冊
子
を
配
布

し
て
い
る
。
今
後
も
選
挙

意
識
向
上
の
た
め
取
り
組

み
を
継
続
す
る
。

御
笠
地
区
の
資
源
を
活
用
し
た
振
興
策
を

総
合
的
に
検
討
を
行
う

議
員
　
工
事
の
進
捗
状
況

と
豪
雨
災
害
の
復
旧
工
事

の
完
了
時
期
は
。

建
設
部
長
　
高
尾
川
床
上

浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業

は
、
発
進
立
坑
か
ら
約
１

０
０
メ
ー
ト
ル
付
近
ま
で

掘
削
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

鷺
田
川
河
川
改
修
事
業
は
、

１
月
か
ら
到
達
立
坑
下
流

側
の
護
岸
工
事
に
着
手
し
、

３
月
末
に
完
成
予
定
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
７
月
豪

雨
に
よ
り
被
災
し
た
橋
口

橋
下
流
の
災
害
復
旧
工
事

に
つ
い
て
は
今
年
度
末
完

了
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

議
員
　
工
事
個
所
は
古
代

大
宰
府
政
庁
跡
の
朱
雀
大

路
に
接
し
、
入
舟
地
区
も

御
笠
川
水
域
交
易
の
拠
点

と
称
さ
れ
て
い
る
な
ど
歴

史
的
背
景
を
有
す
る
地
域

で
あ
る
が
、
完
了
後
、
文

化
財
の
観
点
か
ら
文
化
遺

産
を
何
ら
か
の
形
で
表
示

し
て
残
す
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

教
育
部
長
　
本
事
業
に
よ

る
治
水
対
策
は
、
本
市
の

最
優
先
課
題
で
あ
り
、
早

期
の
事
業
完
了
に
向
け
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

文
化
遺
産
な
ど
の
表
示
に

つ
い
て
は
、
工
事
完
了
後
、

地
域
関
係
者
等
と
の
協
議

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

高
尾
川
、
鷺
田
川
の
治
水
対
策
事
業
の
経
過
は

来
年
度
完
成
を
目
指
し
順
調
に
推
移
し
て
い
る

投
票
率
向
上
に
向
け
た
新
た
な

　
　
　
　
　
　
　取
組
を
実
施
す
べ
き

啓
発
を
継
続
し
選
挙
意
識
の
向
上
を
図
る

①高尾川・鷺田川の治水対策事業と完了後の活用に
　ついて

■ 下成　正一　議員

会議録の検索はこちらから
（12月定例会の一般質問は、2月下旬以降に検索できます）

議
員

議
員

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

建
設
部
長

教
育
部
長

議
員

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
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平嶋 正一
（つくし野）

下成 正一
（つくし野）

白石 卓也
（市民会議）

筑紫野市政の
　ここが知りたい!!

一般
質問

　１２月定例会の一般質問では、市政について１２人の
議員が２３題目にわたり質問しました。
　質問答弁の内容については議員本人が要約しています。
掲載順は本会議当日の質問順ではありません。

▲市内の公園遊具シリーズその５：岡田中央公園（筑紫野市岡田１－１０－１）

写真下の（　）は所属会派又は所属政党

会 

派

つくし野　 →つくし野
市民会議　→市民会議
公明党　　→公明党筑紫野市議団
日本共産党→日本共産党
（－）　　　→会派・政党いずれにも
　　　　　　所属しない議員

質 問 題 目   一 覧

①御笠地区の資源を活用した振興策について
■ 平嶋　正一　議員

①投票率向上に向けた新たな取り組みを実施するべき
■ 白石　卓也　議員

①配水池の安全性について
②小中学校の特別支援教育について
③職員研修について

■ 西村　和子　議員

①認知症対策について
②免許証返上高齢者への対策について

■ 中山　雄夫　議員

①市内の道路の利便性について
②高齢者福祉の充実について

■ 波多江　祐介　議員

①市有地の活用について
②学校体育館の空調整備について

■ 古賀　新悟　議員

①高齢期の虚弱化（フレイル）予防について
■ 宮﨑　吉弘　議員

①防犯ブザーの普及について
②西小田橋の架け替えや西小田地区の道路拡幅に
　ついて
③市庁舎周辺の環境整備について
④水道民営化について

①職員倫理について
②子育て世代包括支援センターについて
③子どもの運動習慣について
④成人の運動習慣について

■ 田中　允　議員

①待機児童対策について
■ 山本加奈子　議員

①山家地区の環境問題について
■ 原口　政信　議員

■ 辻本　美惠子　議員

議
員
　
御
笠
地
区
に
は
多

く
の
地
域
資
源
が
あ
る
。

例
え
ば
、
国
史
跡
指
定
の

宝
満
山
登
山
客
の
誘
致
や

阿
志
岐
山
城
跡
の
保
存
と

活
用
、
元
市
営
の
陸
上
競

技
場
跡
地
の
活
用
、
竜
岩

自
然
の
家
の
利
用
促
進
、

蘆
城
駅
家
（
あ
し
き
の
う

ま
や
）
の
活
用
、
そ
の
他

宝
満
川
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
運
営
協
議
会
を
中
心

と
し
た
人
的
財
産
、
こ
の

よ
う
な
地
域
資
源
を
活
用

し
た
総
合
的
な
振
興
策
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
あ
る
か
。

企
画
政
策
部
長
　
「
観
光

の
振
興
」
や
「
歴
史
文
化

の
継
承
と
振
興
」
「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
な
ど
の
第
五

次
筑
紫
野
市
総
合
計
画
に

掲
げ
る
施
策
を
推
進
す
る

中
で
、
総
合
的
に
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
を

実
現
し
て
い
く
に
は
市
と

連
携
し
、
市
の
後
押
し
が

必
要
な
項
目
も
た
く
さ
ん

見
受
け
ら
れ
る
。
今
後
作

成
さ
れ
る
第
六
次
筑
紫
野

市
総
合
計
画
に
は
、
こ
れ

ら
各
地
域
の
推
進
計
画
を

ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い

く
の
か
。

環
境
経
済
部
長
　
第
五
次

総
合
計
画
の
施
策
の
進
捗

状
況
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
次
期
総
合
計
画
を
策

定
す
る
中
で
、
必
要
に
応

じ
て
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

議
員
　
投
票
率
の
低
下
に

歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な

い
。
総
務
省
の
統
計
は
現

在
の
選
挙
制
度
に
移
行
し

た
昭
和
20
年
代
に
は
最
高

の
90
％
を
超
え
て
い
た
。

昭
和
の
終
わ
り
頃
ま
で
は

60
％
台
を
維
持
し
て
い
た

が
、
そ
の
後
も
下
降
を
続

け
直
近
デ
ー
タ
で
は
、
５

割
を
割
り
込
み
40
％
台
と

な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　

　
日
本
学
術
会
議
は
、
公

職
選
挙
法
の
改
正
で
18
歳

か
ら
の
投
票
権
移
行
に
つ

い
て
、
加
齢
と
と
も
に
投

票
率
が
あ
が
る
と
は
、
楽

観
で
き
な
い
、
特
に
若
年

層
の
投
票
率
の
低
さ
は
民

意
が
過
小
評
価
さ
れ
、
民

主
主
義
の
安
定
が
保
た
れ

な
い
と
危
惧
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
結
論
と
し
て
最

初
の
選
挙
か
ら
三
回
続
け

て
投
票
す
れ
ば
そ
の
後
も

投
票
す
る
と
い
う
結
果
が

出
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
親
や
、
学
校
の
模
擬
投

票
、
選
管
の
催
し
等
あ
ら

ゆ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
必
要

と
し
て
い
る
。
　

　
本
市
に
お
い
て
は
過
去

に
市
内
の
高
等
学
校
で
の

出
前
講
座
等
も
実
施
し
て

い
た
が
、
新
た
な
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
挙
時
の
街
頭
啓
発
や
、

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
、

高
校
生
、
新
成
人
を
対
象

と
し
た
啓
発
冊
子
を
配
布

し
て
い
る
。
今
後
も
選
挙

意
識
向
上
の
た
め
取
り
組

み
を
継
続
す
る
。

御
笠
地
区
の
資
源
を
活
用
し
た
振
興
策
を

総
合
的
に
検
討
を
行
う

議
員
　
工
事
の
進
捗
状
況

と
豪
雨
災
害
の
復
旧
工
事

の
完
了
時
期
は
。

建
設
部
長
　
高
尾
川
床
上

浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業

は
、
発
進
立
坑
か
ら
約
１

０
０
メ
ー
ト
ル
付
近
ま
で

掘
削
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

鷺
田
川
河
川
改
修
事
業
は
、

１
月
か
ら
到
達
立
坑
下
流

側
の
護
岸
工
事
に
着
手
し
、

３
月
末
に
完
成
予
定
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
７
月
豪

雨
に
よ
り
被
災
し
た
橋
口

橋
下
流
の
災
害
復
旧
工
事

に
つ
い
て
は
今
年
度
末
完

了
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

議
員
　
工
事
個
所
は
古
代

大
宰
府
政
庁
跡
の
朱
雀
大

路
に
接
し
、
入
舟
地
区
も

御
笠
川
水
域
交
易
の
拠
点

と
称
さ
れ
て
い
る
な
ど
歴

史
的
背
景
を
有
す
る
地
域

で
あ
る
が
、
完
了
後
、
文

化
財
の
観
点
か
ら
文
化
遺

産
を
何
ら
か
の
形
で
表
示

し
て
残
す
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

教
育
部
長
　
本
事
業
に
よ

る
治
水
対
策
は
、
本
市
の

最
優
先
課
題
で
あ
り
、
早

期
の
事
業
完
了
に
向
け
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

文
化
遺
産
な
ど
の
表
示
に

つ
い
て
は
、
工
事
完
了
後
、

地
域
関
係
者
等
と
の
協
議

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

高
尾
川
、
鷺
田
川
の
治
水
対
策
事
業
の
経
過
は

来
年
度
完
成
を
目
指
し
順
調
に
推
移
し
て
い
る

投
票
率
向
上
に
向
け
た
新
た
な

　
　
　
　
　
　
　取
組
を
実
施
す
べ
き

啓
発
を
継
続
し
選
挙
意
識
の
向
上
を
図
る

①高尾川・鷺田川の治水対策事業と完了後の活用に
　ついて

■ 下成　正一　議員

会議録の検索はこちらから
（12月定例会の一般質問は、2月下旬以降に検索できます）

議
員

議
員

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

建
設
部
長

教
育
部
長

議
員

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
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中山 雄夫
（つくし野）

古賀 新悟
（日本共産党）

波多江 祐介
（つくし野）

議
員
　
高
齢
者
の
増
加
に

伴
い
、
認
知
症
高
齢
者
も

増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
　

　
新
た
な
支
援
策
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
、
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

健
康
福
祉
部
長
　
認
知
症

対
策
は
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
上

で
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

受
け
と
め
て
い
る
。
現
在
、

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や
、
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
な

ど
、
多
様
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
の

増
加
予
測
に
あ
わ
せ
、
家

族
を
含
め
て
地
域
で
支
え

る
体
制
を
築
い
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
山
口
、
御
笠
地
域

で
行
わ
れ
て
い
る
声
か

け
・
見
守
り
活
動
の
よ
う

な
認
知
症
高
齢
者
へ
の
共

助
の
取
り
組
み
は
、
市
内

７
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全

て
で
推
進
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
　
認
知
症

高
齢
者
の
共
助
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
支
援
を
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。
声
か
け
や
見
守
り

活
動
が
自
発
的
に
行
わ
れ

る
よ
う
、
認
知
症
に
つ
い

て
の
正
し
い
理
解
と
支
え

合
う
意
識
の
醸
成
に
引
き

続
き
努
め
て
い
く
。

免
許
証
返
上
高
齢
者

へ
の
対
策
に
つ
い
て

議
員
　
免
許
証
返
上
高
齢

者
へ
の
対
策
に
つ
い
て
そ

の
後
の
検
討
状
況
に
つ
い

て
再
度
尋
ね
る
。

企
画
政
策
部
長
　
１
月
４

日
か
ら
公
共
施
設
、
商
業

施
設
、
医
療
機
関
等
の
間

を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
を
開
始
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
に
よ
り
、
市
民

の
方
々
の
利
便
性
の
向
上

は
も
と
よ
り
、
高
齢
者
の

方
々
の
移
動
手
段
の
確
保
、

外
出
機
会
の
創
出
に
つ
い

て
も
期
待
し
て
い
る
。
ま

ず
は
、
そ
の
利
用
状
況
等

を
把
握
し
な
が
ら
、
交
通

体
系
等
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

小
学
生
も
心
配
す
る

高
所
の
配
水
池
の
安

全
性
は

議
員
　
今
年
は
災
害
が
多

く
、
高
い
位
置
に
あ
る
配

水
池
は
安
全
か
、
と
い
う

市
民
の
声
を
多
く
聞
く
。

小
学
生
も
危
険
を
感
じ
る

箇
所
と
し
て
、
通
学
路
の

真
上
に
あ
る
配
水
池
を
挙

げ
、
不
安
に
感
じ
な
が
ら

通
学
し
て
い
る
。
配
水
池

の
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
時
期

と
保
守
点
検
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

環
境
経
済
部
長
　
７
つ
の

配
水
池
を
平
成
元
年
か
ら

平
成
18
年
ま
で
に
建
設
し

た
。
配
水
池
の
安
全
管
理

は
保
守
点
検
業
者
が
毎
月

２
回
点
検
し
、
敷
地
は
職

員
が
現
地
確
認
し
て
い
る
。

７
カ
所
す
べ
て
建
築
基
準

を
満
た
し
、
震
度
７
ま
で

耐
え
る
。

議
員
　
耐
用
年
数
は
。
土

台
部
分
の
崩
落
な
ど
の
心

配
は
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長
　
耐
用
年

数
は
60
年
で
あ
り
、
敷
地

に
つ
い
て
も
建
築
基
準
に

適
合
し
た
地
盤
と
な
っ
て

い
る
。

元
職
員
の
刑
事
事
件

発
生
後
の
人
権
研
修

は議
員
　
元
職
員
は
人
権
意

識
の
著
し
い
欠
如
が
あ
っ

た
と
考
え
る
。
事
件
以
降
、

職
員
に
対
す
る
人
権
研
修

は
行
っ
た
か
。
人
権
研
修

の
評
価
と
課
題
は
。

企
画
政
策
部
長
　
事
件
後
、

服
務
規
律
の
確
保
、
法
令

順
守
等
に
つ
い
て
の
研
修

を
行
っ
た
。

議
員
　
同
様
の
事
件
が
二

度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

対
策
と
し
て
人
権
研
修
を

実
施
し
、
成
果
を
検
証
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
人
権
研

修
の
成
果
は
、
職
員
一
人

ひ
と
り
の
人
権
意
識
の
向

上
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、

職
員
が
人
権
侵
害
等
を
起

こ
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
の

で
、
継
続
し
て
研
修
を
実

施
し
て
い
く
。

高
所
設
置
の
配
水
池
は
地
震
が
心
配

建
築
基
準
に
適
合
し
た
地
盤
と
な
っ
て
い
る

認
知
症
高
齢
者
へ
の
新
た
な
支
援
策
の
検
討
は

地
域
で
支
え
合
う
体
制
作
り
を
検
討

西村 和子
（市民会議）

市
有
土
地
の
利
活
用

は
大
変
重
要
な
問
題

議
員
　
第
５
次
筑
紫
野
市

総
合
計
画
で
は
市
民
が
利

用
し
や
す
い
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
を
自
由
に
楽
し
め

る
公
的
な
施
設
の
確
保
が

あ
る
。
活
用
さ
れ
て
い
な

い
市
有
地
が
あ
る
が
、
売

却
も
含
め
て
、
事
業
計
画

は
あ
る
か
。
市
民
が
、
も

っ
と
も
注
目
し
て
い
る
旧

庁
舎
の
解
体
計
画
と
跡
地

利
用
の
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
旧
庁
舎
、

上
下
水
道
庁
舎
、
ふ
る
さ

と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
解
体

及
び
跡
地
の
活
用
に
つ
い

て
、
現
時
点
で
具
体
的
な

計
画
は
な
い
。

議
員
　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

を
自
由
に
楽
し
め
る
公
的

な
施
設
、
具
体
的
に
は
市

民
体
育
館
や
プ
ー
ル
、
市

民
が
利
用
し
や
す
い
ホ
ー

ル
は
悲
願
の
一
つ
。
市
が

積
極
的
に
計
画
し
、
市
民

の
声
を
聞
く
こ
と
が
早
々

に
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
今
後
、

必
要
に
応
じ
て
地
域
の
意

見
を
聞
き
、
周
囲
の
状
況

を
踏
ま
え
、
検
討
す
る
。

体
育
館
エ
ア
コ
ン
急

務議
員
　
市
内
小
中
学
校
の

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

は
、
す
で
に
対
応
さ
れ
て

い
る
が
、
災
害
時
の
避
難

所
と
も
な
る
学
校
体
育
館

の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
望
む

声
は
多
い
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
の
体
育
の
授
業
を

は
じ
め
、
式
典
や
行
事
の

会
場
と
な
っ
て
い
る
。
学

校
防
災
活
動
拠
点
と
し
て

も
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
や

断
熱
な
ど
の
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

学
校
体
育
館
の
空
調
整
備

に
係
る
国
の
補
助
制
度
が

あ
る
が
、
そ
れ
を
活
用
す

る
計
画
は
あ
る
か
。

教
育
部
長
　
体
育
館
の
空

調
整
備
は
、
現
在
計
画
し

て
い
な
い
。

議
員
　
財
政
問
題
や
学
校

と
の
協
議
、
様
々
な
事
業

と
の
兼
ね
合
い
な
ど
を
鑑

み
、
性
急
な
取
り
組
み
は

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
計
画
と
対
策
は

必
要
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

教
育
部
長
　
授
業
や
避
難

所
運
営
は
代
替
の
対
策
が

で
き
て
い
る
。
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

基
山
Ｓ
Ａ
に
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
設
置
を

議
員
　
筑
紫
野
Ｉ
Ｃ
は
、

商
業
施
設
や
転
入
者
の
増

加
に
伴
い
、
利
用
者
は
増

加
し
て
お
り
、
今
後
も
需

要
は
高
ま
る
と
推
測
す
る
。

例
え
ば
、
基
山
Ｓ
Ａ
に
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
機
能
を
持
た

せ
る
こ
と
で
、
既
存
の
高

速
道
路
を
利
用
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
民
間
の

物
流
拠
点
の
誘
致
、
地
域

活
性
化
に
貢
献
す
る
と
期

待
し
て
い
る
。

　
こ
の
地
域
の
可
能
性
を

発
揮
す
る
た
め
に
も
、
企

業
や
有
識
者
、
地
域
、
警

察
、
行
政
の
連
携
に
よ
る

枠
を
超
え
た
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
る
。

　
交
通
渋
滞
を
含
む
、
道

路
の
利
便
性
の
た
め
、
過

去
に
協
議
会
な
ど
設
け
た

こ
と
が
あ
る
の
か
。

建
設
部
長
　
協
議
会
は
設

け
た
こ
と
が
な
い
が
、
住

民
の
方
の
要
望
を
反
映
で

き
る
よ
う
に
各
種
期
成
会

に
よ
り
官
民
一
体
と
な
り

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
救
急
隊
出
動
件
数

や
介
護
施
設
の
送
迎
車
両

な
ど
も
増
加
し
て
い
る
な

か
、
二
日
市
周
辺
や
大
型

商
業
施
設
を
中
心
と
し
た

交
通
渋
滞
が
頻
繁
に
発
生

し
て
い
る
。
効
果
的
な
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

建
設
部
長
　
様
々
な
要
因

が
あ
り
、
福
岡
県
や
警
察

と
交
通
情
報
等
の
確
認
を

行
い
つ
つ
、
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
、
協
議
を
継
続

し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実
を

議
員
　
福
岡
県
で
は
介
護

老
人
保
健
施
設
や
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
い
ず
れ
も

増
加
傾
向
。
一
方
、
入
居

者
の
死
亡
事
故
等
の
報
道

も
相
次
い
で
い
る
。
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
職
員
の
適

切
な
配
置
や
指
導
・
監
督

が
必
要
。
介
護
職
の
資
格

を
有
す
る
職
員
の
把
握
や

確
認
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
新
規
指

定
及
び
６
年
ご
と
の
更
新

に
お
い
て
、
必
要
な
職
員

数
の
確
認
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
有
効
期
間
の
間
に

実
地
検
査
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
地
方
分
権
に
伴
い
、

平
成
28
年
度
以
降
、
県
が

指
定
・
監
督
を
し
て
い
た

施
設
の
一
部
が
市
へ
権
限

移
譲
さ
れ
た
が
、
担
当
職

員
の
負
担
が
大
き
い
の
で

は
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
平
成
27

年
度
ま
で
は
18
施
設
等
で

し
た
が
、
移
譲
後
は
１
５

５
施
設
等
へ
増
加
。

企
画
政
策
部
長
　
職
員
体

制
は
必
要
に
応
じ
て
検
討

し
ま
す
。

渋
滞
緩
和
対
策
を

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
協
議
を
継
続
す
る

市
民
本
位
の
土
地
活
用
を

地
域
の
意
見
を
聞
き
検
討

企
画
政
策
部
長

議
員

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

建
設
部
長

建
設
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

議
員
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中山 雄夫
（つくし野）

古賀 新悟
（日本共産党）

波多江 祐介
（つくし野）

議
員
　
高
齢
者
の
増
加
に

伴
い
、
認
知
症
高
齢
者
も

増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
　

　
新
た
な
支
援
策
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
、
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

健
康
福
祉
部
長
　
認
知
症

対
策
は
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
上

で
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

受
け
と
め
て
い
る
。
現
在
、

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や
、
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
な

ど
、
多
様
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
の

増
加
予
測
に
あ
わ
せ
、
家

族
を
含
め
て
地
域
で
支
え

る
体
制
を
築
い
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
山
口
、
御
笠
地
域

で
行
わ
れ
て
い
る
声
か

け
・
見
守
り
活
動
の
よ
う

な
認
知
症
高
齢
者
へ
の
共

助
の
取
り
組
み
は
、
市
内

７
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全

て
で
推
進
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
　
認
知
症

高
齢
者
の
共
助
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
支
援
を
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。
声
か
け
や
見
守
り

活
動
が
自
発
的
に
行
わ
れ

る
よ
う
、
認
知
症
に
つ
い

て
の
正
し
い
理
解
と
支
え

合
う
意
識
の
醸
成
に
引
き

続
き
努
め
て
い
く
。

免
許
証
返
上
高
齢
者

へ
の
対
策
に
つ
い
て

議
員
　
免
許
証
返
上
高
齢

者
へ
の
対
策
に
つ
い
て
そ

の
後
の
検
討
状
況
に
つ
い

て
再
度
尋
ね
る
。

企
画
政
策
部
長
　
１
月
４

日
か
ら
公
共
施
設
、
商
業

施
設
、
医
療
機
関
等
の
間

を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
を
開
始
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
に
よ
り
、
市
民

の
方
々
の
利
便
性
の
向
上

は
も
と
よ
り
、
高
齢
者
の

方
々
の
移
動
手
段
の
確
保
、

外
出
機
会
の
創
出
に
つ
い

て
も
期
待
し
て
い
る
。
ま

ず
は
、
そ
の
利
用
状
況
等

を
把
握
し
な
が
ら
、
交
通

体
系
等
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

小
学
生
も
心
配
す
る

高
所
の
配
水
池
の
安

全
性
は

議
員
　
今
年
は
災
害
が
多

く
、
高
い
位
置
に
あ
る
配

水
池
は
安
全
か
、
と
い
う

市
民
の
声
を
多
く
聞
く
。

小
学
生
も
危
険
を
感
じ
る

箇
所
と
し
て
、
通
学
路
の

真
上
に
あ
る
配
水
池
を
挙

げ
、
不
安
に
感
じ
な
が
ら

通
学
し
て
い
る
。
配
水
池

の
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
時
期

と
保
守
点
検
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

環
境
経
済
部
長
　
７
つ
の

配
水
池
を
平
成
元
年
か
ら

平
成
18
年
ま
で
に
建
設
し

た
。
配
水
池
の
安
全
管
理

は
保
守
点
検
業
者
が
毎
月

２
回
点
検
し
、
敷
地
は
職

員
が
現
地
確
認
し
て
い
る
。

７
カ
所
す
べ
て
建
築
基
準

を
満
た
し
、
震
度
７
ま
で

耐
え
る
。

議
員
　
耐
用
年
数
は
。
土

台
部
分
の
崩
落
な
ど
の
心

配
は
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長
　
耐
用
年

数
は
60
年
で
あ
り
、
敷
地

に
つ
い
て
も
建
築
基
準
に

適
合
し
た
地
盤
と
な
っ
て

い
る
。

元
職
員
の
刑
事
事
件

発
生
後
の
人
権
研
修

は議
員
　
元
職
員
は
人
権
意

識
の
著
し
い
欠
如
が
あ
っ

た
と
考
え
る
。
事
件
以
降
、

職
員
に
対
す
る
人
権
研
修

は
行
っ
た
か
。
人
権
研
修

の
評
価
と
課
題
は
。

企
画
政
策
部
長
　
事
件
後
、

服
務
規
律
の
確
保
、
法
令

順
守
等
に
つ
い
て
の
研
修

を
行
っ
た
。

議
員
　
同
様
の
事
件
が
二

度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

対
策
と
し
て
人
権
研
修
を

実
施
し
、
成
果
を
検
証
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
人
権
研

修
の
成
果
は
、
職
員
一
人

ひ
と
り
の
人
権
意
識
の
向

上
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、

職
員
が
人
権
侵
害
等
を
起

こ
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
の

で
、
継
続
し
て
研
修
を
実

施
し
て
い
く
。

高
所
設
置
の
配
水
池
は
地
震
が
心
配

建
築
基
準
に
適
合
し
た
地
盤
と
な
っ
て
い
る

認
知
症
高
齢
者
へ
の
新
た
な
支
援
策
の
検
討
は

地
域
で
支
え
合
う
体
制
作
り
を
検
討

西村 和子
（市民会議）

市
有
土
地
の
利
活
用

は
大
変
重
要
な
問
題

議
員
　
第
５
次
筑
紫
野
市

総
合
計
画
で
は
市
民
が
利

用
し
や
す
い
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
を
自
由
に
楽
し
め

る
公
的
な
施
設
の
確
保
が

あ
る
。
活
用
さ
れ
て
い
な

い
市
有
地
が
あ
る
が
、
売

却
も
含
め
て
、
事
業
計
画

は
あ
る
か
。
市
民
が
、
も

っ
と
も
注
目
し
て
い
る
旧

庁
舎
の
解
体
計
画
と
跡
地

利
用
の
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
旧
庁
舎
、

上
下
水
道
庁
舎
、
ふ
る
さ

と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
解
体

及
び
跡
地
の
活
用
に
つ
い

て
、
現
時
点
で
具
体
的
な

計
画
は
な
い
。

議
員
　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

を
自
由
に
楽
し
め
る
公
的

な
施
設
、
具
体
的
に
は
市

民
体
育
館
や
プ
ー
ル
、
市

民
が
利
用
し
や
す
い
ホ
ー

ル
は
悲
願
の
一
つ
。
市
が

積
極
的
に
計
画
し
、
市
民

の
声
を
聞
く
こ
と
が
早
々

に
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
今
後
、

必
要
に
応
じ
て
地
域
の
意

見
を
聞
き
、
周
囲
の
状
況

を
踏
ま
え
、
検
討
す
る
。

体
育
館
エ
ア
コ
ン
急

務議
員
　
市
内
小
中
学
校
の

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

は
、
す
で
に
対
応
さ
れ
て

い
る
が
、
災
害
時
の
避
難

所
と
も
な
る
学
校
体
育
館

の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
望
む

声
は
多
い
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
の
体
育
の
授
業
を

は
じ
め
、
式
典
や
行
事
の

会
場
と
な
っ
て
い
る
。
学

校
防
災
活
動
拠
点
と
し
て

も
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
や

断
熱
な
ど
の
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

学
校
体
育
館
の
空
調
整
備

に
係
る
国
の
補
助
制
度
が

あ
る
が
、
そ
れ
を
活
用
す

る
計
画
は
あ
る
か
。

教
育
部
長
　
体
育
館
の
空

調
整
備
は
、
現
在
計
画
し

て
い
な
い
。

議
員
　
財
政
問
題
や
学
校

と
の
協
議
、
様
々
な
事
業

と
の
兼
ね
合
い
な
ど
を
鑑

み
、
性
急
な
取
り
組
み
は

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
計
画
と
対
策
は

必
要
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

教
育
部
長
　
授
業
や
避
難

所
運
営
は
代
替
の
対
策
が

で
き
て
い
る
。
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

基
山
Ｓ
Ａ
に
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
設
置
を

議
員
　
筑
紫
野
Ｉ
Ｃ
は
、

商
業
施
設
や
転
入
者
の
増

加
に
伴
い
、
利
用
者
は
増

加
し
て
お
り
、
今
後
も
需

要
は
高
ま
る
と
推
測
す
る
。

例
え
ば
、
基
山
Ｓ
Ａ
に
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
機
能
を
持
た

せ
る
こ
と
で
、
既
存
の
高

速
道
路
を
利
用
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
民
間
の

物
流
拠
点
の
誘
致
、
地
域

活
性
化
に
貢
献
す
る
と
期

待
し
て
い
る
。

　
こ
の
地
域
の
可
能
性
を

発
揮
す
る
た
め
に
も
、
企

業
や
有
識
者
、
地
域
、
警

察
、
行
政
の
連
携
に
よ
る

枠
を
超
え
た
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
る
。

　
交
通
渋
滞
を
含
む
、
道

路
の
利
便
性
の
た
め
、
過

去
に
協
議
会
な
ど
設
け
た

こ
と
が
あ
る
の
か
。

建
設
部
長
　
協
議
会
は
設

け
た
こ
と
が
な
い
が
、
住

民
の
方
の
要
望
を
反
映
で

き
る
よ
う
に
各
種
期
成
会

に
よ
り
官
民
一
体
と
な
り

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
救
急
隊
出
動
件
数

や
介
護
施
設
の
送
迎
車
両

な
ど
も
増
加
し
て
い
る
な

か
、
二
日
市
周
辺
や
大
型

商
業
施
設
を
中
心
と
し
た

交
通
渋
滞
が
頻
繁
に
発
生

し
て
い
る
。
効
果
的
な
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

建
設
部
長
　
様
々
な
要
因

が
あ
り
、
福
岡
県
や
警
察

と
交
通
情
報
等
の
確
認
を

行
い
つ
つ
、
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
、
協
議
を
継
続

し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実
を

議
員
　
福
岡
県
で
は
介
護

老
人
保
健
施
設
や
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
い
ず
れ
も

増
加
傾
向
。
一
方
、
入
居

者
の
死
亡
事
故
等
の
報
道

も
相
次
い
で
い
る
。
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
職
員
の
適

切
な
配
置
や
指
導
・
監
督

が
必
要
。
介
護
職
の
資
格

を
有
す
る
職
員
の
把
握
や

確
認
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
新
規
指

定
及
び
６
年
ご
と
の
更
新

に
お
い
て
、
必
要
な
職
員

数
の
確
認
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
有
効
期
間
の
間
に

実
地
検
査
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
地
方
分
権
に
伴
い
、

平
成
28
年
度
以
降
、
県
が

指
定
・
監
督
を
し
て
い
た

施
設
の
一
部
が
市
へ
権
限

移
譲
さ
れ
た
が
、
担
当
職

員
の
負
担
が
大
き
い
の
で

は
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
平
成
27

年
度
ま
で
は
18
施
設
等
で

し
た
が
、
移
譲
後
は
１
５

５
施
設
等
へ
増
加
。

企
画
政
策
部
長
　
職
員
体

制
は
必
要
に
応
じ
て
検
討

し
ま
す
。

渋
滞
緩
和
対
策
を

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
協
議
を
継
続
す
る

市
民
本
位
の
土
地
活
用
を

地
域
の
意
見
を
聞
き
検
討

企
画
政
策
部
長

議
員

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

建
設
部
長

建
設
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

議
員
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田中 允
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辻本 美惠子
（市民会議）

水
道
民
営
化
に
つ
い
て

議
員
　
水
道
の
民
営
化
に

つ
い
て
市
の
考
え
方
は
。

市
長
　
市
内
の
水
道
施
設

を
は
じ
め
、
福
岡
都
市
圏

に
お
け
る
福
岡
導
水
施

設
、
海
水
淡
水
化
施
設
な

ど
を
適
切
に
管
理
す
る
と

と
も
に
、
効
率
的
で
計
画

的
に
事
業
運
営
を
行
い
、

安
全
・
安
心
な
水
道
水
を

供
給
し
て
い
く
。

防
犯
ブ
ザ
ー
の
普
及

に
つ
い
て

議
員
　
防
犯
ブ
ザ
ー
の
普

及
状
況
は
。

教
育
部
長
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
配

布
が
３
校
、
学
校
で
の
販

売
が
１
校
。
代
替
品
と
し

て
小
学
校
入
学
時
に
防
犯

笛
を
配
布
し
て
い
る
。

議
員
　
帰
宅
後
の
児
童
や

下
校
時
間
が
遅
く
な
る
学

童
保
育
の
安
全
は
、
ど
の
よ

う
に
確
保
し
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長
　
市
、
学
校
、

保
護
者
、
地
域
の
方
々
が

共
通
認
識
の
も
と
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
た
め
、
引

き
続
き
連
携
を
深
め
る
。

市
庁
舎
周
辺
の
環
境

整
備
に
つ
い
て

議
員
　
市
職
員
の
専
用
駐

車
場
は
確
保
さ
れ
て
い
る

の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
立
体
駐

車
場
に
約
１
２
０
台
分
、

上
古
賀
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
の

市
有
地
に
約
１
６
０
台
分

を
確
保
し
て
い
る
の
で
、

当
面
、
不
足
は
生
じ
な
い

見
込
み
で
あ
る
。

議
員
　
イ
オ
ン
前
の
上
古

賀
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の

中
に
、
市
が
駐
車
場
確
保

の
た
め
に
動
い
て
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
話
も

聞
き
及
ぶ
。
ま
ち
づ
く
り

に
支
障
を
来
す
の
で
は
な

い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
そ
の
よ

う
な
事
実
は
な
い
。

西
小
田
橋
の
架
け
替

え
や
西
小
田
地
区
の

道
路
拡
幅
に
つ
い
て

議
員
　
進
捗
状
況
は
。

建
設
部
長
　
西
小
田
橋
付

近
に
お
い
て
、
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
や
測
量
前
の
現
地

調
査
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
西
小
田
橋
や
西
小
田

地
区
の
道
路
に
つ
い
て

は
、
橋
の
強
度
確
保
や
西

小
田
地
区
の
狭
隘
（
き
ょ

う
あ
い
）
箇
所
の
改
善
等

に
つ
い
て
、
那
珂
県
土
整

備
事
務
所
と
協
議
を
重
ね

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

市
民
の
運
動
習
慣
づ

く
り
の
場
を

議
員
　
カ
ミ
ー
リ
ヤ
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
年

間
ど
れ
く
ら
い
利
用
が
あ

る
か
。
利
用
者
の
、
利
用

前
、
現
在
と
の
比
較
で
、

医
療
費
デ
ー
タ
な
ど
検
証

を
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
利
用
実

人
数
は
１
０
５
３
人
。
利

用
者
の
医
療
費
に
つ
い
て

検
証
可
能
な
シ
ス
テ
ム
が

稼
働
し
た
ば
か
り
。
活
用

方
法
等
は
調
査
研
究
す
る
。

議
員
　
市
民
が
週
２
回
以

上
運
動
を
し
て
い
る
状
況

を
作
り
出
す
た
め
に
は
、

運
動
習
慣
づ
く
り
の
場
、

環
境
を
、
つ
く
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
新
た
な

運
動
環
境
づ
く
り
も
必
要

と
思
わ
れ
る
が
、
ま
ず
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
運
動

意
識
が
向
上
す
る
よ
う
、

啓
発
活
動
に
取
り
組
む
。

子
ど
も
の
と
き
か
ら

運
動
の
習
慣
化
を

議
員
　
自
発
的
に
運
動
を

日
常
生
活
の
中
に
取
り
入

れ
る
こ
と
は
大
切
な
学
習
。

成
長
期
に
お
け
る
運
動
器

疾
患
や
過
度
な
運
動
に
よ

る
ス
ポ
ー
ツ
障
害
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
児
童
生
徒
の

健
全
な
運
動
器
の
成
長
発

達
の
た
め
の
取
り
組
み
は

重
要
。
今
後
の
方
針
は
。

教
育
長
　
運
動
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
は
健
や
か

な
生
活
を
送
る
た
め
に
重

要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い

る
。
学
校
で
は
運
動
が
苦

手
な
児
童
生
徒
が
楽
し
く

運
動
に
親
し
め
る
よ
う
、

一
校
一
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
も
、
運

動
の
習
慣
化
に
取
り
組
む
。

新
庁
舎
の
子
育
て
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

議
員
　
新
庁
舎
に
お
け
る

子
育
て
支
援
業
務
は
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
母
子
児

童
担
当
を
カ
ミ
ー
リ
ヤ
か

ら
移
転
。
子
ど
も
に
関
す

る
保
健
、
福
祉
の
窓
口
の

一
元
化
、
情
報
の
共
有
化
、

保
健
師
、
家
庭
児
童
相
談

員
と
の
連
携
強
化
が
図
ら

れ
る
。

議
員
　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、
子
育
て
支
援
課
な

ど
あ
る
が
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
相
談
窓
口
と
し
て
は
利

用
者
支
援
窓
口
な
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
い
ず
れ

の
窓
口
で
も
相
談
に
応
じ
、

適
切
に
対
応
し
、
連
携
を

図
り
な
が
ら
必
要
な
支
援

に
つ
な
げ
る
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
を

一
人
ひ
と
り
の
運
動
意
識
が
向
上
す
る
よ
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
啓
発
に
取
り
組
む

水
道
の
民
営
化
に
つ
い
て
市
の
考
え
は

施
設
を
適
切
に
管
理
し
、
効
率
的
で

　
　
　
　
　
　
計
画
的
な
事
業
運
営
を
行
う

待
機
児
童
を
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
の
か

主
な
原
因
は
保
育
士
不
足
の
為
、

　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
士
確
保
に
努
め
る

西小田橋

議
員
　
本
市
の
市
民
を
対

象
と
し
た
栄
養
、
運
動
、

社
会
参
加
等
の
フ
レ
イ
ル

対
策
の
現
状
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
低
栄
養

予
防
と
し
て
、
栄
養
士
だ

よ
り
の
発
行
を
は
じ
め
、

訪
問
健
康
教
室
、
高
齢
者

健
康
学
級
に
お
い
て
栄
養

講
話
を
実
施
し
て
い
る
。

　
運
動
に
関
し
て
は
、
体

力
向
上
を
目
的
に
、
ち
く

し
の
元
気
教
室
、
ち
く
し

の
貯
筋
教
室
、
足
腰
元
気

に
な
ろ
う
塾
等
を
実
施
し

て
お
り
、
延
べ
１
万
３
９

３
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
、
小
地

区
公
民
館
な
ど
高
齢
者
の

方
が
参
加
し
や
す
い
身
近

な
場
所
で
開
催
す
る
こ
と

で
社
会
参
加
に
つ
な
が
っ

て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

議
員
　
フ
レ
イ
ル
の
基
準

に
基
づ
い
た
セ
ル
フ
チ
ェ

ッ
ク
の
推
奨
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
、
市
の
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
フ
レ
イ

ル
状
態
の
早
期
発
見
の
た

め
、
以
前
か
ら
介
護
予
防

教
室
等
に
お
い
て
ロ
コ
モ

チ
ェ
ッ
ク
、
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
、
低
栄
養
予
防

質
問
票
等
を
活
用
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
さ
ら
な
る
啓
発
活

動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ

ク
に
つ
い
て
、
小
地
区
公

民
館
（
地
域
サ
ロ
ン
等
も

含
め
て
）
な
ど
で
フ
レ
イ

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
市
で
も

養
成
し
て
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
本
市
で

は
、
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー

タ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

活
動
の
中
で
フ
レ
イ
ル
チ

ェ
ッ
ク
を
実
践
し
て
い
る
。

議
員
　
保
育
所
待
機
児
童

の
現
状
と
解
消
に
向
け
た

取
組
み
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
平
成
30

年
10
月
１
日
で
２
１
６

人
。
平
成
27
年
以
降
、
認

可
保
育
所
定
員
を
１
８
０

人
増
員
、
保
育
士
報
酬
の

処
遇
改
善
、
合
同
就
職
説

明
会
を
開
催
し
保
育
士
確

保
を
進
め
て
い
る
。

議
員
　
待
機
児
童
０
〜
２

歳
児
の
割
合
・
保
育
士
確

保
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
１
６
９

人
で
８
割
を
占
め
て
い

る
。
合
同
就
職
説
明
会

は
、
49
名
参
加
し
７
名
の

保
育
士
採
用
に
繋
が
っ

た
。

議
員
　
０
〜
２
歳
児
の
待

機
児
童
解
消
に
効
果
的
な

小
規
模
保
育
等
や
待
機
児

童
支
援
事
業
を
実
施
で
き

な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
小
規
模

保
育
事
業
等
は
３
歳
に
な

っ
た
時
の
受
入
れ
確
保
が

困
難
な
為
、
現
在
実
施
予

定
は
な
い
。
ま
た
認
可
保

育
所
の
充
実
を
柱
と
し
待

機
児
童
解
消
に
努
め
て
お

り
届
出
保
育
施
設
利
用
者

に
対
す
る
保
育
料
補
助
は

考
え
て
い
な
い
。

議
員
　
国
が
保
育
士
不
足

の
解
消
の
為
に
創
設
し
た

子
育
て
支
援
員
を
積
極
的

に
活
用
し
て
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
一
部
私

立
保
育
所
で
雇
用
し
て
お

り
更
な
る
活
用
に
向
け
各

園
と
情
報
共
有
す
る
。

議
員
　
待
機
児
童
解
消
の

財
源
と
し
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
使
途
メ
ニ
ュ
ー

「
未
来
を
担
う
子
育
て
支

援
」
を
活
用
出
来
な
い

か
。

企
画
政
策
部
長
　
総
合
的

に
活
用
策
を
検
討
す
る
。

議
員
　
現
在
の
産
業
廃
棄

物
施
設
に
対
し
、
生
活
環

境
保
全
状
況
を
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

環
境
経
済
部
長
　
こ
れ
ま

で
福
岡
県
と
連
携
を
図
り
、

状
況
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
悪
臭
防
止
法
等
の
規

定
に
基
づ
き
、
生
活
環
境

の
保
全
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

議
員
　
山
家
地
区
に
産
業

廃
棄
物
施
設
が
建
設
さ
れ

る
に
当
た
り
、
県
に
対
し

ど
の
よ
う
な
対
応
を
求
め

る
の
か
。

環
境
経
済
部
長
　
福
岡
県

の
紛
争
予
防
条
例
に
基
づ

き
、
県
が
行
う
あ
っ
せ
ん

等
の
施
策
の
動
向
を
注
視

し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
産
業
廃
棄
物
の
適

正
な
処
理
等
の
市
独
自
の

条
例
が
必
要
で
は
な
い
か
、

市
の
考
え
を
伺
う
。

環
境
経
済
部
長
　
「
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
に
お
い
て
、

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の

許
可
の
基
準
等
が
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
、
当
該
許

可
及
び
監
視
に
関
す
る
権

限
は
、
都
道
府
県
知
事
が

有
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
県
に
お
い

て
適
切
に
対
応
さ
れ
る
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
今
後
と

も
県
と
連
携
を
図
り
、
対

応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

山
家
地
区
の
産
廃
施
設
の
環
境
保
全
状
況
は

今
後
と
も
県
と
連
携
を
図
り
、
対
応
す
る

官
・
民
・
地
域
連
携
で
フ
レ
イ
ル

　
　
　（
高
齢
期
の
虚
弱
化
）
予
防
を

地
域
の
中
で
実
践宮﨑 吉弘

（公明党）

山本 加奈子
（公明党）

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

教
育
長

議
員

議
員

教
育
部
長

建
設
部
長

教
育
部
長

市
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

企
画
政
策
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長

議
員

環
境
経
済
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
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原口 政信
（つくし野）

田中 允
（－）

辻本 美惠子
（市民会議）

水
道
民
営
化
に
つ
い
て

議
員
　
水
道
の
民
営
化
に

つ
い
て
市
の
考
え
方
は
。

市
長
　
市
内
の
水
道
施
設

を
は
じ
め
、
福
岡
都
市
圏

に
お
け
る
福
岡
導
水
施

設
、
海
水
淡
水
化
施
設
な

ど
を
適
切
に
管
理
す
る
と

と
も
に
、
効
率
的
で
計
画

的
に
事
業
運
営
を
行
い
、

安
全
・
安
心
な
水
道
水
を

供
給
し
て
い
く
。

防
犯
ブ
ザ
ー
の
普
及

に
つ
い
て

議
員
　
防
犯
ブ
ザ
ー
の
普

及
状
況
は
。

教
育
部
長
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
配

布
が
３
校
、
学
校
で
の
販

売
が
１
校
。
代
替
品
と
し

て
小
学
校
入
学
時
に
防
犯

笛
を
配
布
し
て
い
る
。

議
員
　
帰
宅
後
の
児
童
や

下
校
時
間
が
遅
く
な
る
学

童
保
育
の
安
全
は
、
ど
の
よ

う
に
確
保
し
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長
　
市
、
学
校
、

保
護
者
、
地
域
の
方
々
が

共
通
認
識
の
も
と
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
た
め
、
引

き
続
き
連
携
を
深
め
る
。

市
庁
舎
周
辺
の
環
境

整
備
に
つ
い
て

議
員
　
市
職
員
の
専
用
駐

車
場
は
確
保
さ
れ
て
い
る

の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
立
体
駐

車
場
に
約
１
２
０
台
分
、

上
古
賀
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
の

市
有
地
に
約
１
６
０
台
分

を
確
保
し
て
い
る
の
で
、

当
面
、
不
足
は
生
じ
な
い

見
込
み
で
あ
る
。

議
員
　
イ
オ
ン
前
の
上
古

賀
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の

中
に
、
市
が
駐
車
場
確
保

の
た
め
に
動
い
て
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
話
も

聞
き
及
ぶ
。
ま
ち
づ
く
り

に
支
障
を
来
す
の
で
は
な

い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
そ
の
よ

う
な
事
実
は
な
い
。

西
小
田
橋
の
架
け
替

え
や
西
小
田
地
区
の

道
路
拡
幅
に
つ
い
て

議
員
　
進
捗
状
況
は
。

建
設
部
長
　
西
小
田
橋
付

近
に
お
い
て
、
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
や
測
量
前
の
現
地

調
査
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
西
小
田
橋
や
西
小
田

地
区
の
道
路
に
つ
い
て

は
、
橋
の
強
度
確
保
や
西

小
田
地
区
の
狭
隘
（
き
ょ

う
あ
い
）
箇
所
の
改
善
等

に
つ
い
て
、
那
珂
県
土
整

備
事
務
所
と
協
議
を
重
ね

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

市
民
の
運
動
習
慣
づ

く
り
の
場
を

議
員
　
カ
ミ
ー
リ
ヤ
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
年

間
ど
れ
く
ら
い
利
用
が
あ

る
か
。
利
用
者
の
、
利
用

前
、
現
在
と
の
比
較
で
、

医
療
費
デ
ー
タ
な
ど
検
証

を
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
利
用
実

人
数
は
１
０
５
３
人
。
利

用
者
の
医
療
費
に
つ
い
て

検
証
可
能
な
シ
ス
テ
ム
が

稼
働
し
た
ば
か
り
。
活
用

方
法
等
は
調
査
研
究
す
る
。

議
員
　
市
民
が
週
２
回
以

上
運
動
を
し
て
い
る
状
況

を
作
り
出
す
た
め
に
は
、

運
動
習
慣
づ
く
り
の
場
、

環
境
を
、
つ
く
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
新
た
な

運
動
環
境
づ
く
り
も
必
要

と
思
わ
れ
る
が
、
ま
ず
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
運
動

意
識
が
向
上
す
る
よ
う
、

啓
発
活
動
に
取
り
組
む
。

子
ど
も
の
と
き
か
ら

運
動
の
習
慣
化
を

議
員
　
自
発
的
に
運
動
を

日
常
生
活
の
中
に
取
り
入

れ
る
こ
と
は
大
切
な
学
習
。

成
長
期
に
お
け
る
運
動
器

疾
患
や
過
度
な
運
動
に
よ

る
ス
ポ
ー
ツ
障
害
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
児
童
生
徒
の

健
全
な
運
動
器
の
成
長
発

達
の
た
め
の
取
り
組
み
は

重
要
。
今
後
の
方
針
は
。

教
育
長
　
運
動
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
は
健
や
か

な
生
活
を
送
る
た
め
に
重

要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い

る
。
学
校
で
は
運
動
が
苦

手
な
児
童
生
徒
が
楽
し
く

運
動
に
親
し
め
る
よ
う
、

一
校
一
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
も
、
運

動
の
習
慣
化
に
取
り
組
む
。

新
庁
舎
の
子
育
て
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

議
員
　
新
庁
舎
に
お
け
る

子
育
て
支
援
業
務
は
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
母
子
児

童
担
当
を
カ
ミ
ー
リ
ヤ
か

ら
移
転
。
子
ど
も
に
関
す

る
保
健
、
福
祉
の
窓
口
の

一
元
化
、
情
報
の
共
有
化
、

保
健
師
、
家
庭
児
童
相
談

員
と
の
連
携
強
化
が
図
ら

れ
る
。

議
員
　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、
子
育
て
支
援
課
な

ど
あ
る
が
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
相
談
窓
口
と
し
て
は
利

用
者
支
援
窓
口
な
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
い
ず
れ

の
窓
口
で
も
相
談
に
応
じ
、

適
切
に
対
応
し
、
連
携
を

図
り
な
が
ら
必
要
な
支
援

に
つ
な
げ
る
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
を

一
人
ひ
と
り
の
運
動
意
識
が
向
上
す
る
よ
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
啓
発
に
取
り
組
む

水
道
の
民
営
化
に
つ
い
て
市
の
考
え
は

施
設
を
適
切
に
管
理
し
、
効
率
的
で

　
　
　
　
　
　
計
画
的
な
事
業
運
営
を
行
う

待
機
児
童
を
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
の
か

主
な
原
因
は
保
育
士
不
足
の
為
、

　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
士
確
保
に
努
め
る

西小田橋

議
員
　
本
市
の
市
民
を
対

象
と
し
た
栄
養
、
運
動
、

社
会
参
加
等
の
フ
レ
イ
ル

対
策
の
現
状
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
低
栄
養

予
防
と
し
て
、
栄
養
士
だ

よ
り
の
発
行
を
は
じ
め
、

訪
問
健
康
教
室
、
高
齢
者

健
康
学
級
に
お
い
て
栄
養

講
話
を
実
施
し
て
い
る
。

　
運
動
に
関
し
て
は
、
体

力
向
上
を
目
的
に
、
ち
く

し
の
元
気
教
室
、
ち
く
し

の
貯
筋
教
室
、
足
腰
元
気

に
な
ろ
う
塾
等
を
実
施
し

て
お
り
、
延
べ
１
万
３
９

３
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
、
小
地

区
公
民
館
な
ど
高
齢
者
の

方
が
参
加
し
や
す
い
身
近

な
場
所
で
開
催
す
る
こ
と

で
社
会
参
加
に
つ
な
が
っ

て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

議
員
　
フ
レ
イ
ル
の
基
準

に
基
づ
い
た
セ
ル
フ
チ
ェ

ッ
ク
の
推
奨
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
、
市
の
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
フ
レ
イ

ル
状
態
の
早
期
発
見
の
た

め
、
以
前
か
ら
介
護
予
防

教
室
等
に
お
い
て
ロ
コ
モ

チ
ェ
ッ
ク
、
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
、
低
栄
養
予
防

質
問
票
等
を
活
用
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
さ
ら
な
る
啓
発
活

動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ

ク
に
つ
い
て
、
小
地
区
公

民
館
（
地
域
サ
ロ
ン
等
も

含
め
て
）
な
ど
で
フ
レ
イ

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
市
で
も

養
成
し
て
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
本
市
で

は
、
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー

タ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

活
動
の
中
で
フ
レ
イ
ル
チ

ェ
ッ
ク
を
実
践
し
て
い
る
。

議
員
　
保
育
所
待
機
児
童

の
現
状
と
解
消
に
向
け
た

取
組
み
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
平
成
30

年
10
月
１
日
で
２
１
６

人
。
平
成
27
年
以
降
、
認

可
保
育
所
定
員
を
１
８
０

人
増
員
、
保
育
士
報
酬
の

処
遇
改
善
、
合
同
就
職
説

明
会
を
開
催
し
保
育
士
確

保
を
進
め
て
い
る
。

議
員
　
待
機
児
童
０
〜
２

歳
児
の
割
合
・
保
育
士
確

保
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
１
６
９

人
で
８
割
を
占
め
て
い

る
。
合
同
就
職
説
明
会

は
、
49
名
参
加
し
７
名
の

保
育
士
採
用
に
繋
が
っ

た
。

議
員
　
０
〜
２
歳
児
の
待

機
児
童
解
消
に
効
果
的
な

小
規
模
保
育
等
や
待
機
児

童
支
援
事
業
を
実
施
で
き

な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
小
規
模

保
育
事
業
等
は
３
歳
に
な

っ
た
時
の
受
入
れ
確
保
が

困
難
な
為
、
現
在
実
施
予

定
は
な
い
。
ま
た
認
可
保

育
所
の
充
実
を
柱
と
し
待

機
児
童
解
消
に
努
め
て
お

り
届
出
保
育
施
設
利
用
者

に
対
す
る
保
育
料
補
助
は

考
え
て
い
な
い
。

議
員
　
国
が
保
育
士
不
足

の
解
消
の
為
に
創
設
し
た

子
育
て
支
援
員
を
積
極
的

に
活
用
し
て
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
一
部
私

立
保
育
所
で
雇
用
し
て
お

り
更
な
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。
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参加者の声　

(1)議会だよりを使用した議会報告（平成29年度決算、各常任委員会報告）
(2)質疑応答
(3)テーマごとの意見交換（ワークショップ形式）

小さなお子様と一緒に参加された若
いお母さんが多数おられて、とても
いいことだと思います。

50代女性

子ども連れでご迷惑をおかけしまし
たが、皆さんが優しく対応していた
だきうれしかったです。

議
員
も
子
ど
も
た
ち
と

触
れ
合
い
ま
し
た
。

30代女性

第９回
議会報告会

参加していただいた皆様、ありがとうございました。
意見交換で出た意見の一部を紹介いたします。

開催しました
意見交換で出た意見

子どもたちも
議場を体験
しました！

「楽しく子育てしていますか？」をテーマに意見交換を行いました。

文教福祉委員会　【11月19日（月）】
「すくすく育てつくしの子」 ３０人参加

まとめ

　テーマを示した意見交換会は初めての試みでした。
　日頃、議員に話す機会がないこと、なかなか聞けない子育てにおける困難さを互いに
話すことができたことは、参加頂いた方も委員も、有意義な時間であったことは、共通
の感想だと思います。
　参加者の中からは、お母さん同士のネットワークで情報の共有が図れていない。子育
てサロンの拡大をしてほしい。子育て支援センターを充実してほしい。子ども条例の検
証の問題。などなど、子育てをする実感からのご意見や制度活用の問題点まで最終的に
は、意見交換会の時間が足りないと言われるほど充実した会となりました。
　今回の取り組みを活かして、今後に繋いでいきます。

・未就園児を預かってくれる施設を増やして欲しい
・子育てサロンの拡大をしてほしい
・市庁舎跡地をコミュニケーションの場にしてほしい
・少し大きい子（年少ぐらい）向けの遊び場や親子教
室が欲しい
・駐車場がたくさんある子どもの遊び場を分散しても
う少し欲しい
・子ども条例の権利保障状況の検証は毎年されていま
すか？
・一時預かり保育がすぐ予約で一杯になり、取りづら
く仕事や予定が狂ってしまう
　空いている保育所もあるが一つしか登録できない
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参加者の声　

ハザードマップなどを使い、土砂災害警戒地域など
確認しました。

非常食、災害用備蓄水を紹介しました。

自主防災訓練の
必要性を再認識し
ました。

70代男性

話し合いは盛り上
がって楽しかっ
た。知らない場所
がたくさんありま
した。

市政にあまり関与
してなかったが、
少しは関心持たな
いとと思いまし
た。

60代女性 70代女性

意見交換で出た意見

まとめ
　災害の備えは常日頃から大切です。ご自身が健康に気を付けている事は、無理なく継
続して取り組まれていると思います。それでも調子が悪ければ病院に行かれると思いま
す。災害の備えも同じことだと思います。まず、自分の事は自分で守る意識が大切で
す。皆さんが取り組まれている事を書いて頂きましたが、他者の内容も参考にして頂
き、無理なく災害に備えてください。また、地域での災害訓練など積極的にご参加を頂
きたいと思います。

　皆さんは豪雨・台風・地震などに対してどのように備えていますか？をテーマに非常食を試食
しながら、防災についての意見交換を行いました。

総務市民委員会　【11月20日（火）】
「防災について考えよう」 １７人参加

　筑紫野市には、いろいろな名所や特産品があります。自慢できるものは何か？
効果的なＰＲ方法は？などの意見交換を行いました。

建設環境委員会　【11月21日（水）】
「筑紫野名物ってなあに」 ２３人参加

テーマ「おいしい　ちくしの」

テーマ「知ってますか　ちくしの」

テーマ「ちくしのおすすめポイント」

備え（ハード面）
・新聞紙（防寒などにも使える）
・ラジオの携帯。水備蓄２Ｌ×１０本
・食卓のテーブルの裏にスリッパを貼っておき地震
時の割れ物での怪我を防ぐ
・三日分の保存食を備えておく
準備（ソフト面）
・ご近所の方に過去の被害箇所を教えてもらう
・大きな災害を想定しており、家族がどこに避難す
るか話し合う
・火災警報器の電池の寿命が来ているのでＰＲを
・家族の情報や大切な事（薬や連絡先）を瓶に入れ
て冷蔵庫に保管
・停電時には保冷のため冷凍庫の物を冷蔵庫に移
し、冷蔵品から食べる
地域（取り組みなど）
・地元でハザードマップを作り市に届けた（桜台）
・防災備品の点検。防災講座へ参加
・行政にコミセンの備蓄をやってほしい。

・天本屋のカステラが美味しいですヨ（街道）
・商工会女性部が市のフェスタで作る、いきなり紫団
子
・菓子工房小野農園　紫芋のお菓子「筑紫野　初月」
・三宅牧場の肉
・えびす醤油の吟醸醤油・醤油・すし酢・だし
・山口農産・天拝みそ
・兵四郎のだし
＜ＰＲ方法＞
・ちくしの物産振興会パンフレット（筑紫野名産物）
の配布方法と公共施設等に配置
・贈答用に返礼品リストを活用する

・あじさい園　・二日市温泉
・山口のホタル、水、景色・いちご園
・二日市八幡宮の大木
＜ＰＲ方法＞
・地域のこまめなマップ
・お食事場所　ネットの整備

・山口の生姜、天拝山の水
・薬師堂馬油
・天拝山山頂からの夜景、筑紫野銀河と名付けた
・ひろまつ（鯉、鰻の料理）
・イルミネーションを有名にする。TV局に取り上げ
てもらえたら人気が出るしＳＮＳで広げてもらう
・大賀酒造、えびす醤油、西村織物
＜ＰＲ方法＞
・アンテナショップがあればいいな。メインのおすす
めと、季節や時期によって入れ替えたりできれば。
筑紫野市は広いので、コミセンなどを活用できれば
ベスト
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筑紫野 　議場の中に入ることができて、子ども
にも貴重な体験をさせていただいた。
　議員さんの対応が良かった。

新庁舎が完成し、新しい議場（６階）で
３月議会が開催されます。
是非、傍聴にお越しください。
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広報委員会

未来を担う中学生が議会を体験
巻頭特集

鹿島　康生委 員 長

副委員長 波多江祐介
委　　員

辻本美惠子・井上　剛士
古賀　新悟・山本加奈子

【今回の表紙】
市内の産業シリーズ

安心・安全・おいしい
お米で結ぶ「食と農」

合同会社　三宅牧場まきば
米・餅・菓子・和牛　加工販売

議会報告会に参加された
中野 未来さん、中野 陽彩さん

議 会 を 見 に い く Vol.10 参加者の声

◇議会報告会に参加してどうでしたか？

　最近、筑紫野市に越してきましたが、
いろんな方の意見が聴けて良かったで
す。また、親も子どもも参加することが
できていい経験ができました。今後もこ
のようなイベントがあったら参加したい
です。筑紫野市のことをもっと知りたい
ので、議会だよりや広報も今後しっかり
見てみようと思いました。

◇意見交換はどうでしたか？

筑紫野市のことをもっと知りたい！




